
直
接
金
融
の
環
境
へ
の
活
用

日
本
の
国
土
の
六
七
％
を
占
め
る
森
林

は
、
か
つ
て
地
域
の
共
有
資
産
、
い
わ
ゆ

る
「
コ
モ
ン
ズ
」
と
し
て
地
域
の
人
々
が

協
力
し
合
っ
て
施
業
管
理
し
、
木
材
を
は

じ
め
多
様
な
林
産
物
の
生
産
を
支
え
て
き

た
。
し
か
し
、
森
林
の
小
口
私
有
化
が
進

み
、
さ
ら
に
近
年
の
山
村
人
口
の
流
出
に

伴
う
過
疎
化
や
林
業
の
衰
退
が
要
因
と
な

り
、
森
林
所
有
者
個
人
に
よ
る
管
理
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
現
在
は
、
森
林
活

用
と
維
持
管
理
の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
。

森
林
・
林
業
を
含
め
た
自
然
環
境
の
保

全
は
、
公
共
性
を
伴
う
事
業
領
域
で
あ
り
、

国
、
自
治
体
が
財
政
支
出
に
よ
っ
て
資
金

を
供
給
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
市
場
ベ
ー
ス

の
金
融
機
能
を
通
じ
て
資
金
を
供
給
す
る

の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
、

お
金
が
回
り
に
く
い
構
造
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
お
金
が
回
っ
て
い
な
い
が
、
環

境
・
社
会
的
に
重
要
な
と
こ
ろ
に
資
金
を

回
す
仕
組
み
が
環
境
金
融
で
あ
る
。
自
分

の
お
金
の
行
き
先
を
意
識
す
る
個
人
預
金

者
・
投
資
家
が
増
え
て
い
る
。
金
利
や
配

当
と
い
っ
た
経
済
的
リ
タ
ー
ン
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
預
金
を
、
環
境
配
慮
を
重
視

す
る
企
業
を
支
え
る
形
で
融
資
し
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
、「
環
境
・
社
会
的
リ
タ
ー
ン
」

を
重
視
す
る
考
え
で
あ
る
。

社
会
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
出
資
し
た

い
と
考
え
る
個
人
の
「
意
志
あ
る
お
金
」

の
流
れ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
信
頼
に
基

づ
く
金
融
の
展
開
が
始
ま
っ
て
お
り
、
出

資
の
目
的
を
設
定
し
て
小
口
投
資
家
を
集

め
る
フ
ァ
ン
ド
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

社
会
貢
献
へ
の
共
感
に
基
づ
く
出
資
に

は
、
他
に
寄
付
な
ど
の
方
法
も
あ
る
が
、

フ
ァ
ン
ド
と
い
う
金
融
機
能
を
用
い
る
こ

と
か
ら
、
対
象
事
業
の
費
用
対
効
果
や
事

業
性
な
ど
を
、
金
融
の
視
点
で
審
査
・
評

価
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
配
分

が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
期
待
で
き
る
。

「
お
金
を
回
す
」
機
能
が
金
融
機
能
の
本

業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
は
経
済
的
リ
タ
ー
ン
の
み
で
評
価
さ

れ
て
い
た
が
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
と
と
も

に
社
会
・
環
境
リ
タ
ー
ン
の
還
流
を
評
価

す
る
視
点
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
環
境
・
社
会
的
リ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
、
日
本
の
法
制
で
は
明
確
な
規
定
は
な

い
。
効
率
的
、
合
理
的
、
円
滑
な
資
金
の
流

れ
を
実
現
し
よ
う
と
思
え
ば
、
営
利
と
非
営

利
を
合
わ
せ
た
全
体
の
資
金
の
流
れ
を
押

さ
え
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
と
環
境
・
社
会
的

リ
タ
ー
ン
を
両
方
に
つ
い
て
、
税
制
上
の
制

度
整
備
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
順
調
に
資
金
を
集
め

る
に
は
、
環
境
・
社
会
的
配
当
だ
け
で
な

く
、
経
済
的
配
当
も
十
分
見
込
め
る
仕
組

み
と
し
、
フ
ァ
ン
ド
の
営
業
力
へ
の
信
頼

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

企
業
の
自
然
資
本
の
有
効
利
用

「
自
然
資
本
」
と
は
、
生
産
の
原
資
で
あ

る
「
資
本
」
の
概
念
を
自
然
に
対
し
て
拡

張
し
た
も
の
で
あ
り
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

や
鉱
物
資
源
（
鉱
石
）、
化
学
燃
料
の
供
給

源
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
山
、
森
林
、
海
、

川
、
大
気
、
土
壌
な
ど
自
然
を
形
成
す
る

要
素
や
生
態
系
を
構
成
す
る
生
物
を
含
む
、

広
義
の
生
物
圏
す
べ
て
を
自
然
資
本
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
森
林
は
木
材
供
給
、

酸
素
供
給
、
土
壌
流
出
防
止
、
洪
水
防
止

な
ど
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自

然
資
本
で
あ
る
。

環
境
の
劣
悪
化
（
地
球
温
暖
化
）、
資
源

価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
問
題
が
、
人
々
に

資
本
主
義
の
再
考
を
余
議
な
く
し
た
。

資
本
は
、
①
工
業
的
な
資
本
、
②
お
金
、

③
人
的
資
本
、
④
自
然
資
本
の
四
つ
に
分

類
さ
れ
る
が
、
自
然
資
本
は
、
か
つ
て
は

無
限
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
再
投
資
さ
れ

ず
に
酷
使
さ
れ
、
枯
渇
す
る
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
自
然
資
本
主
義
は
、
自
然

資
本
を
活
用
す
る
こ
と
を
重
要
な
テ
ー
マ

と
し
、
資
源
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
次
の
四
つ
の
原
則
を
掲
げ
て
い
る
。

一
、
資
源
効
率
性
の
飛
躍
的
改
善

こ
れ
が
第
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で

は
足
り
な
い
の
で
、
以
下
の
三
つ
を
追

加
す
る
。

二
、
生
物
（
自
然
）
を
模
倣
し
た
産
業
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
廃
棄
物
と
い
う

概
念
を
な
く
す
こ
と

三
、
財
の
購
入
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む

し
ろ
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
と
経
済
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
こ
と

四
、
自
然
環
境
を
無
価
値
と
み
な
さ
ず
に
、

む
し
ろ
貴
重
な
「
自
然
資
本
」
と
捉
え
、

そ
の
自
然
資
本
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
な

再
投
資
に
よ
っ
て
、
環
境
破
壊
へ
の
傾

向
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と

四
番
目
の
自
然
資
本
へ
の
再
投
資
と
は
、

森
林
、
土
壌
、
川
な
ど
の
保
全
や
修
復
の

行
動
に
対
価
を
支
払
う
仕
組
み
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。

企
業
に
よ
る
自
然
資
本
の
有
効
活
用
の
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例
と
し
て
、
コ
ク
ヨ
・
グ
ル
ー
プ
の
取
り

組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
四
万
十
・
結
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
四
万
十
地
域
の

結
（
ゆ
い
）
の
関
係
に
よ
っ
て
、
森
と
地

域
の
再
生
を
目
指
す
。
二
〇
〇
六
年
度
に

約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
結
の
森
」
を

設
置
し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
モ
デ

ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
コ
ク
ヨ

は
、
森
林
組
合
と
と
も
に
森
林
管
理
の
計

画
作
り
を
行
い
、
間
伐
費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
保
護
へ
の
取
り
組
み

を
商
品
開
発
に
活
か
し
、
日
本
産
の
間
伐

材
（
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
）
を
用

い
た
オ
フ
ィ
ス
用
木
製
家
具
を
商
品
化
し

た
。
森
林
保
全
の
た
め
、
植
林
で
伐
採
さ

れ
た
間
伐
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
木

材
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
効
果

が
あ
る
と
い
う
環
境
面
の
メ
リ
ッ
ト
を
消

費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

共
有
の
森
フ
ァ
ン
ド
の
仕
組
み

株
式
会
社
ト
ビ
ム
シ
は
、
岡
山
県
西
粟

倉
村
に
、
国
内
初
と
な
る
森
林
・
林
業
支

援
の
事
業
フ
ァ
ン
ド
「
共
有
の
森
フ
ァ
ン

ド
」
を
創
設
し
、
森
林
支
援
の
事
業
を
開

始
し
た
。

「
共
有
の
森
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
森
林
を

地
域
と
人
々
の
共
有
資
産
（
コ
モ
ン
ズ
）

と
し
て
位
置
づ
け
、
森
林
づ
く
り
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
新
し
い

仕
組
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
口
五

万
円
か
ら
の
資
金
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
出
資
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
ま
で

地
縁
で
し
か
な
か
っ
た
コ
モ
ン
ズ
（
共
有

財
産
）
が
、
I
T
と
金
融
の
技
術
を
使
う

こ
と
で
、
地
域
に
し
ば
ら
れ
な
い
も
の
と

な
る
。
世
界
中
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

出
資
で
き
る
し
、
十
年
間
の
出
資
契
約
を

通
じ
て
、
西
粟
倉
村
と
関
係
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

弊
社
の
母
体
で
あ
る
ア
ミ
タ
株
式
会
社

は
、
一
九
九
九
年
に
日
本
で
初
め
て
F
S
C

森
林
認
証
事
業
を
開
始
し
、
森
林
が
育
む
地

域
の
価
値
や
可
能
性
を
認
識
し
た
。そ
し
て
、

日
本
各
地
の
森
林
資
産
や
、
森
林
を
中
心
と

し
た
豊
か
な
文
化
や
暮
ら
し
を
活
か
し
た

地
域
再
生
事
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
し
て
き
た
。
弊
社
は
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
森
林
の
施
業
管
理
、

森
林
資
産
（
素
材
）の
生
産
、
加
工
、
販
売
を

自
ら
行
う
と
と
も
に
、
製
材
会
社
等
に
対
す

る
経
営
支
援
や
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
お

よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
企
画
・
実
行
を
支

援
す
る
、
国
内
初
の
森
林
・
林
業
の
包
括
的

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
フ
ァ

ン
ド
組
成
は
、
こ
の
共
有
の
森
支
援
事
業
と

「
意
志
あ
る
お
金
」
を
結
び
つ
け
る
も
の
で

あ
る
。
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